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地域の健康と医療を守る10
月
13
日
㈫
、
市

役
所
で
「
健
康
寿
命

の
延
伸
と
医
療
費
の

適
正
化
等
に
関
す
る

包
括
的
連
携
協
定
」

の
締
結
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
は
、

市
民
の
健
康
づ
く
り

や
疾
病
予
防
活
動
の

支
援
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
普
及
啓

発
と
医
療
費
の
適
正

化
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

富
山
市
に
本
社
を

置
く
日
医
工
㈱
が
令

和
３
年
２
月
１
日

㈪
に
、
武
田
テ
バ

フ
ァ
ー
マ
㈱
の
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
事
業
と
高

山
工
場
を
取
得
す
る

こ
と
を
受
け
、
今
回

の
協
定
締
結
に
至
り

ま
し
た
。

　

日
医
工
㈱
の
田た

村む
ら

友ゆ
う
い
ち一
社
長
は
、「
富

山
と
高
山
は
昔
か
ら

経
済
的
な
交
流
が
深

い
地
域
。
主
力
の
工

場
を
高
山
に
も
て
る

こ
と
は
非
常
に
光
栄

で
す
。
今
年
創
業
55

年
を
迎
え
る
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
会

社
と
し
て
、
安
心
と

信
頼
を
大
切
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
、
共
に
歩
ん

で
い
き
た
い
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
28
日
㈬
、
市

と
崇
教
真
光
お
よ
び

濃
飛
乗
合
自
動
車
㈱

は
、「
災
害
時
の
避

難
所
利
用
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

近
年
、
多
発
す
る

自
然
災
害
に
お
い

て
、
避
難
者
の
方
が

避
難
所
を
利
用
す
る

場
合
に
は
、
３
密
を

回
避
す
る
な
ど
の
感

染
症
対
策
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
多

く
の
避
難
施
設
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
協
定
に
よ

り
、
崇
教
真
光
で
は

山
田
町
に
新
た
に
竣

工
し
た
第
二
神
殿
や

新
待
機
所
な
ど
を
、

ま
た
、
濃
飛
乗
合
自

動
車
㈱
で
は
奥
飛
驒

温
泉
郷
平
湯
地
区
で

平
湯
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
市
の
要
請
に
よ

り
避
難
所
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
災
害
時
の

避
難
場
所
の
拡
充
な

ど
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

災害に強いまちづくりに向けて

10
月
22
日
㈭
、
清

見
町
牧
ケ
洞
の
清
見

除
雪
セ
ン
タ
ー
で
除

雪
出
発
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
飛
驒
地

域
の
道
路
を
管
理
し

て
い
る
高
山
国
道
事

務
所
が
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
本

格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
、
冬
の
道

路
交
通
の
確
保
や
除

雪
作
業
の
安
全
体
制

の
確
認
な
ど
を
行
う

も
の
で
す
。

竹た
け
し
ま
だ
い
す
け

島
大
祐
所
長
は

「
積
雪
は
平
年
並
み

で
す
が
、
昨
年
に
比

べ
て
多
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
生
活
や
物
流
に
影

響
が
出
な
い
よ
う
に

努
め
ま
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
除
雪
ト
ラ
ッ

ク
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除

雪
車
、
除
雪
グ
レ
ー

ダ
な
ど
が
出
発
。
式

に
参
加
し
た
近
隣
の

園
児
た
ち
は
元
気
に

手
を
振
っ
て
送
り
出

し
て
い
ま
し
た
。

今年も「いってらっしゃい」

10
月
26
日
㈪
、
市

役
所
で
「
第
42
回
全

国
中
学
生
水
の
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受

賞
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

は
「
水
に
つ
い
て
考

え
る
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
募
集
さ

れ
、
今
年
は
全
国
か

ら
９
４
４
４
編
の

応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
荘

川
中
学
校
１
年
生
の

田た

口ぐ
ち

亜あ

み美
さ
ん
の
作

文
「
後
世
に
つ
な
ぎ

た
い
宝
物
」
が
見
事

入
選
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

田
口
さ
ん
は
、
ふ

る
さ
と
の
清
流
「
庄

川
」
へ
の
想
い
を
、

実
体
験
を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
描
写
。作
中
、

水
が
き
れ
い
な
こ
と

は
当
た
り
前
で
は
な

い
こ
と
を
強
く
訴
え

て
い
ま
す
。

　

応
募
の
き
っ
か
け

に
つ
い
て
「
作
文
を

通
し
て
庄
川
の
美
し

さ
を
伝
え
た
か
っ

た
」
と
田
口
さ
ん
。

地
域
の
宝
が
次
世
代

の
心
に
し
っ
か
り
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま

し
た
。

清流へ想いを馳せて


